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健康教育「すこやか」では′　健康で安全な生活を送るための実践力に向かう新たな健康観

を創りあげていく子どもを求めている。

本研究では′　健康を心と体の両面からとらえる。体の成長と心の成長をともに学習の対象

としていくことで′　建前だけでなく心の本吉の部分から自分はどう行動していけばよいのか

を考えることができるからである。

学習を展開していく上では′「今の健康」を基点に考える。「家族や社会に支えてもらうこ

とで健康であった今までの自分」から「家族や社会に支えてもらいながら健康を自ら守って

いくこれからの自分」へと視点を転換していくことで′「自分の生活の在り方を自ら考えて

いこうとする意欲」と「実践する内容を考える思考力」の双方の高まりを期待した。
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Ⅰ 健康で安全な生活を送るための実践力に
向かう新たな健康観を創りあげる健康教育 ｢すこやか｣

1.健康教育 ｢すこやか｣で求める子ども

研究主題 ｢創造的な知性を培う｣のもとでの健康教育 ｢すこやか｣では,健康で安全な生活を

送るための実践力に向かう新たな健康観を創 りあげる子どもを求めている｡

健康で安全な生活を送るための実践力の育成を目指すためには,体の成長と心の成長から自分

の健康を考えていくことが大切である｡ 体の成長とは,健康な大人へのよりよい発育･発達であり,

心の成長とは大人への自立に向かう心の状態や変化である｡ 今の健康と将来の健康はつながって

いて,生まれてから尭達段階に応 じて自分の健康の支えが,家族･社会から自分自身へと徐々に

変わっていくことをとらえていく姿を期待 しているのである｡

その中で,体の成長と心の成長の二面から自分でできることを考えていく思考力と,それを自

分の生活の中で行っていこうとする意欲や実践力の高まりを願った｡

2. ｢実践力に向かう新たな健康観を創りあげる｣ カリキュラム改善の視点

心と体の健康

5 年 :｢不安 ･悩み

わた しの対処

の仕方｣

6 年 :｢タバ コ薬物 と

わたしの健康｣

中学校 :｢喫煙の防止｣

｢心身の機能の発達

と心の健康｣

｢健康な生活 と疾病

の予防｣

生活習慣

3 年 :｢わた しの元気パワーいっ

ぱいプランをつノくろう｣

食事･運動･睡眠の調和がとれた生活

復習 ･発展

4年 :｢大人に向かうわたし｣

食事･運動･睡眠の調和がとれた生活

6 年 :｢わたしの健康宣言｣

生活習慣病を防ぐために食生活改善

中学校 :｢健康と環境上

｢健康な生活と疾病の予防｣

基本的な生活習慣の形成が健康

教育を貫く柱となる内容である｡

体を守る技術

5 年 :｢わた しにで

きる安全な

生活｣

中学校:｢傷害の防止｣

｢生活習慣｣にかかわる内容のものを柱とし,｢心と体の健康｣にかか

わるものと｢体を守る技術｣にかかわるものの3 つの領域に分けた｡｢心

と体の健康｣や ｢体を守る技術｣の内容を学習することで,よりよい生

活習慣を身につけ,健康な大人に向かう｡
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3.｢将来の健康な自分に向かう実践力を高める｣ 授業改善

<学習過程> <教師の働きかけ>

<第 3 の過程>実践を振り返り継続に向かう過程

意 思 決定.実践

実践の振り返り.評価 .自分の伸びを自覚する

･実践の継削 恒 康で安全な生活づく~りlLl

○実践を振り返り,学

習内容と自分の行動

をつないで,自分の

伸びを自覚し目標改

善する活動の組織

(実践の継続)

4. 評価方法

2年次では,実践の振 り返りカードで自己評価し,改善点を発見できるように工夫した｡子ど

もの記述内容からの評価を大切にしてきた｡

3 年次研究では,学習内容を生かして自分に合った目標設定･意思決定ができるという ｢科学的

なものの見方･考え方｣が働き,新たな概念 ･認識 ･価値観の形成ができたかを見取る｡ そのため

に,子どもの自由記述欄だけでなく,評価基準による評価を取り入れ,思考方法を評価していく｡
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Ⅱ 実践の概要

第4学年 大人に向かうわたしの心と体

1.心と体のよりよい成長を考え,自分でできることを実践 していこうとする学び

本単元では,体の成長と心の成長をともに学習の対象としていくことで,建前だけでなく心の

本音の部分から自分はどう行動していけばよいのかを考える姿を期待 した｡

学習を展開していく上では,｢今の健康｣を基点に考えるようにしていく｡ ｢家族や社会に支え

てもらうことで健康であった今までの自分｣から ｢家族や社会に支えてもらいながら健康を自ら

守っていくこれからの自分｣六と視点を転換 していくことで,｢自分の生活の在 り方を自ら考え

ていこうとする意欲｣と ｢実践する内容を考える思考力｣の双方の高まりを期待 した｡

具体的には,成長曲線の成長の秘密を探っていくことで,二次性徴を自分の体にも起こる変化

としてとらえることができるようにしていく｡ そして, 4 年生の頃の心の様子の資料を提示 し,

自分の心に目を向けさせる｡ 自分の生活にも当てはまることから,共感したり納得したり,してい

くと考える｡ このような実践を通 して,これから自分の体に起こる二次性徴をしっかりとらえ,

今の心の状態に気づき,自分でできることを自分でやろうとする実践力の高まりを願った｡

2. 単元の構想

(1)単元の目標

思春期を乗 り越え目指す大人像に向かって,これから自分は何をしていけばよいか明らかに

しようとする中で,思春期の心と体のよりよい成長のためにはバランスのよい食事をしたり,過

度な運動をしたり,十分な睡眠をとったりすることを心の変化に基づきより自立的に行うことが

大切であることに気づき,自分の生活に合った行動を考え実践していこうとすることができる｡

(2) 追求の構想 (5時間)

1次 自分の成長を考えよう (2時間)

発育曲線を見て自分 も大人に向かい成長していることが分かったo
◎どうして体はこんなに大きくなるのだろう?

男女の体はだんだん違ってくるんだな○ ぼくの体 もこんなふうに変わってくるのかな2次 大人に向かって 『よりよい成長』のために大切なこと (2時間)

心も体も成長しているからやつてもらってばかりではだめだな○

◎目指す大人に向かい,心と体のよりよい成長のために自分にとらてなにが大事なのかはらきりさせようo

お母さんはバランスも考えてくれていたんだO.毎日筋肉を鍛えるぞ○背を伸ばす

言われなくても食べるようにしよう○ ために夜は早 く寝るようにしよう03次 実践 してみて結果を振り返ろう (1時間)

◎目指す大人に向けてもつと自分に合った方法を考えよう○

よりよい成長のために自分に合った方法かどうか考えよう○
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3.授業の実際

(1)お母さんにお世話してもらって大きくなったんだ｡(基礎･基本となる内容を習得する第 1の過程)

成長曲線を見て,傾斜がぐんと伸びている0歳から1歳の頃

と男女が逆転 している9 歳から12 歳の頃について,成長の秘密

を考えていくことから学習をスター トした｡

0歳から1歳の頃の成長の秘密については,家庭で聞き取 り

調査を行った｡可奈さんは母親に聞いてきたこととして,丁すべ

て母乳で育てようとしていた｡粉 ミルクを飲まない子だったの

で,おばあちゃんにあずけるときは母乳を冷凍して持たせてい

た｡｣ とカー ドに書き,感想を ｢子どもを育てるって大変だなと

思った｡｣とまとめていた｡

次に 9 歳から12 歳の頃の成長については,二次性徴について

調べることにした｡学校では教科書を中心にして調べ,家で聞き
<成長曲線>

取 り調査も行った｡調べたことを出し合う場面で可奈さんは,｢男女差｣や ｢個人差｣に関す

る仲間の発表をじっと聞いていた｡今までの成長,これからの成長についてとらえ始めた子ど

もたちに,｢これからどんな大人になっていきたいですか｡｣と投げかけた｡可奈さんはカード

に ｢お母さんのようにやさしい大人になりたい｡｣と記述した｡

可奈さんは,相手の心情を思いやったり,相手の愛情を受け止めたりすることのできる子ど

もである｡ 本単元では,その良さを生かし,心や体の両面から自分の今を見つめ,これからの

生活を自らつくっていくことができるようになることを願った｡

(2) 大人に向かって,心も成長 しているのか｡親に反発する心はみんなも同じだった｡

(将来を見通 し自分の行動を決定する第 2 の過程(D)

一人一人が目指す大人の姿をはっきりさせ

てきたところで,｢今の自分はその大人に近づ

いているといえるかな｡｣と問いかけた｡｢近

づいているようないないような--･｣ とつぶ

やく子どもたち｡可奈さんも首をかしげていた｡

そこで,今の自分をより見つめていけるよう

に資料を配付 した (資料 1) ｡ 可奈さんは,｢う

ん,あるある｡｣とうなずきながら資料を読ん

でいた｡資料から感じたことを発表する場面で

は,｢にんじんは好きではなくて食べようと思っ

ているんだけど,お母さんに何回も食べなさい

といわれると,食べる気がなくなる｡｣と発言

した｡｢お母さんに言われなかったらにんじん

を食べているの ?｣ と問いかけると,｢自分か

らは進んで食べられない｡｣と小さな声で答えた｡

今の自分を見つめ,感性 『今の自分の健康に
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r4年生のころのわたし｣

ちょうど4 年生ごろから.親の言うことが ｢うるさいな｡｣
と感じるようになってきました｡私は ｢たまねぎ｣がきら
いでした｡食べたときのぬるつとした感じが好きになれな
かったのです｡
そんな私にお母さんは｢えいようがあるから食べなさい｡｣

とよく言いました｡自分でも ｢食べなきやいけない′食べ
られるようになりたい｡｣とは思っていたのです｡でも.お
母さんから先に言われると,｢ちょっとずつ食べようと思っ
ているのに′そんなこと言われると食べる気がなくなる｣
などと言って反発していました｡
他にも ｢早くねなさい｣｢家にばかりいないで列で遊んだ

ら｣などと言われると′そうすることがいいのはわかって
いるのに′ついつい反発してしまうことが多くなっていっ
たのが4 年生のころでした｡

4 年生のころ,放課後,家に帰ってからクラスの友達と
列で遊ぶのが楽しみでした｡よくサッカーをしていました｡
でも′うちは夕方6 時に夕食を食べることになっていまし
た｡だから,まだ遊びたいのに.自分だけ友達より一足先
に帰らなければなりません｡さびしいきもちもありました｡
夜は′子どもは9時に寝ることになっていました｡夜の

テレビも楽しみだったので.9 時を過ぎてもまだテレビを
見ていたいという気持ちもありました｡でも.｢9時だから
寝なさい｣と言われると′小さいころからそうしてきてい
たし′いえのきまりなので′がまんしてふとんに入って寝
るようにしていました｡
親の言うことを聞いて過ごしていた4 年生でしたo

<資料 1>



対する課題を感 じ取る力』を働かせ,目指す大人になってい くための自分の食生活における課

題に目を向けてきた姿である｡

(3) 自分が目指す大人に近づくためには,何 をしたらいいのかな｡

(将来を見通 し自分の行動を決定する第 2 の過程②)

親には反発 してしまうが,すべて自分でできるわけでは

ない｡自分から進んで野菜を食べることはできない し,こ

のままでは目指す大人に近づいていけないとと悩んでいる

可奈さん｡他の子どもも悩んでいる様子が見られた｡そこで,

学級全体でどうしていったらいいのか話 し合うことにした｡

重男さんが,｢このままでは目指す大人に近づいていけない｡

自分でやってい くことが大切だと思 う｡ 一 日の生活の中で

自分ができることを増やしてい くといいんじゃないかな｡｣

と発言 した｡続いて萌恵さんが,｢お父さんやお母さんも私

たちの年の頃は反発 していたと思うので,アドバイスをもら

い,それを生かしてい くとよいと思う｡｣と発言 した｡

<一日の生活を振り返るプリン ト>

<表に記入する可奈さん>

すこやわ1⑥

わたしわtあぜす7t̂

や さ し く. も の い )tt何 で･tJ与 tl･も (ミ 敬 ん S ▲h5

★今の自分の18の生活★ (食事 ･漣動 ･すいみん)

7 8 午後 4 5 6 7

I- ･･･ -T ･;1-≡.I .･･ -･ ･

そこで, 1 日の生活を振 り返るプリントを配布 した｡

可奈さんは自分の一日を振 り返 り,自分がやることとお家の人がしてくれることを表に書き

込んでいった｡そして,｢表を書いてみて思ったこと｣の欄に ｢お母さんにいろいろなことを

してもらっていたし,お母さんがいないとできないこともたくさんあると思う｡ これからは,

もっともっと一人でできることを増や したい｡｣ と記入 した｡自分の 1日の生活を表に書 き込

むことで,お母さんにしてもらうことが多いと気がつき,自立に向かうためにはもっと自分で

きることを増やしていくことが大切だと気づいた可奈さんの姿である｡
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(4) 目指す大人になるために自分がしていくことをはっきりさせよう｡

(将来を見通 し自分の行動を決定する第2の過程③～実践を振り返り継続に向かう第3の過程)

1日の生活を振 り返ることで,お家の人が自分のため

にしてくれていることに目を向け始め,自分でできるこ

とは自分でやっていきたいと意欲を高めてきた子どもた

ち｡

お家の人が言ってくれたりしてくれたりすることの意

味をプリントに書き込むように促すと,可奈さんは ｢お

母さんは弟の面倒も見なきゃいけないし,私のこともし

なくちゃいけないし,家事 もしなきゃいけなくて,そし

て栄養のことも考えているから--｣と書き,文章の最

後では ｢緑の野菜を食べるようにしたい｡｣とまとめた｡

お母さんの大変さを少しでも軽減するために食べ方を見

直していこうとする姿である｡ しかし,緑の野菜を食べ

ることの栄養面から見た価値には目が向けられていない｡ <私の成長と食事の資料>

そこで,『私の成長と食事』の資料を見るように促 した｡資料を読んだ可奈さんは,以下の

ようにカー ドに書き込んだ｡

今まで黄.赤.緑ゐ食べ物のことをあまり意識していなかったけれど,この資料を読んで

何のためによいのか発見できた○これからは,もつと黄.赤.緑を意識して,このこと~をい

かして健康になるように,残さず全部食べたい○朝.昼.夜お母さんがせっかく作ってくれ

お母さんの気持ちの面からしか考えていなかった

可奈さんが,緑の食品は体にとって大切な働きをし

ていることを資料から読み取 り,栄養のバランスを

考えた食べ方をしていこうと意欲を高めてきた｡

これは,『自分が目指す大人に向けて今の自分が

とるべき行動を決める力』を働かせ,お母さんの気

持ちと緑の食品の働 きとを併せて考えて,自分に

ぴったりと合う行動を考えていった姿と評価する｡

その後自分の考えた計画に従って7日間実践して

みた可奈さん｡振 り返りカー ドの ｢めあてに向け七

がんばろうとしましたか｡｣の項目は全部○,｢お家

の人に言われる前にやりましたか｡｣の項 目は7日

間中6つ○が付いた｡

廊下でばったりあったとき ｢カー ドにいっぱい○

がついていたね｡野菜好 きになってよかったね｡｣

と話しかけるとにっこり笑う可奈さん｡心と体の両
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<可奈さんの振り返り>

やっぱり′意識してやるとちがうなと

思いました｡芋までは意識してやったこ

とがなかったし,言われる前にやったこ

とがなかったから.これからも食べると

きに,いつも意識してそのうち意識しな

くてもバランス良く食べるように心がけ

ていきたいです｡緑の食べ物も全部食べ

られるようになり′好きになりました｡

<お母さんのコメント>

小さい頃の方が好き嫌いなく何

でも食べていたように思います｡

意識してとありますが′意識しな

くても残さず食べられるように工

夫していきたいと思います



面から自分の成長を考えることで,目指す大人に向かって食生活を改善していこうとする姿で

ある｡

Ⅲ 成果 と課題
1.成 果

○ 心と体の成長を合わせて取り上げたことについて

二次性徴を調べる活動を通して自分たちの体の成長をとらえ,資料提示によって4年生の頃

の親に対する心の様子をとらえさせることができた｡その結果,学習内容の習得と今の心の本

音と向き合い ｢分かっているけど言われるとつい反抗 してしまう｡ でも,言われなくても進ん

で実行するわけではない｡｣そんな自分ができることはなんだろうと考えていった｡体だけで

なく心の成長も取 り上げたことで,子どもたちが実際に経験 している場面を思い起こし,具体

的な方法を考え,より自分に合った目標設定をすることができた｡心の成長を取 り上げる有効

性が明らかになってきた｡

○ 今の自分にできることを行っていこうとする実践力のはぐくみについて

『自分が目指すなり-たい大人に向けて今の自分がとるべき行動を決める力』を働かせる場面

で, 1 日を振 り返り自分がしていることと親が言ったりしたり'してくれていることを分けて記

入するよう働き掛けた｡生まれたときは何もできなかったが,今は自分でできることが多 く

なってきたと思っている子どもたちが,まだまだ親にしてもらっていることが多いことに気づ

き,自分の実態を的確にとらえることに有効に働いた｡その結果,自分の健康を自分で守って

いくために,自分のできることを行っていく必要を感じ,そのために自分がどう行動すればよ

いかを自分の生活の中で具体的に考え,実践に向かうことができたと評価する｡

2. 課 題

O ｢科学的なものの見方 ･考え方｣を働かせる際の教師の働き掛けについて

｢科学的な感性｣を働かせる際に,4年生の心の様子を表した資料を提示 したことで,子ど

もたちが共感し本音を出しあう場面が見られた｡資料提示が有効に働き,子どもたちの心を一

斉に本音に向かわせることができたのは成果と考えてよい｡しかし,そこから自分が目指す大

人に向けてどうしていくとよいかを考える際に,3年生で習得した学習内容とつないで,運動･

睡眠 ･食事の視点で考えるように促す働きかけが弱かった｡その結莱,目指す大人とそこに向

かって自分がしていくことを健康の視点から考えるのではなく,立派な大人を目指して自分に

できることは自分でやっていこうと,道徳や学級活動のような内容で考えた子どももいた｡心

の成長を取 り上げたことがよかったが,そこからいかに健康に意識を向けていくかの働きかけ

をしっかりと行う必要がある｡
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